
 
 

改正臓器移植法施行後 6 年目を迎え 

提供数増加には課題多く 
心停止下提供減少響き 腎臓のみ移植数減少 

 

改正臓器移植法施行後

6 年目を迎え、昨年は、

脳死下の提供件数が増え、

心臓、肺臓や肝臓などの

移植が増え、多くの患者

さんたちのいのちが救わ

れました。しかし、腎臓

(単独)の移植者数(133

例)は改正法施行以前の

2009 年比で減少(△

27%)しています。これ

は、心停止下の提供数が

33 例で 2009 年の 98

件に対し三分の一に減少

したためです。これによ

り、腎臓移植を希望し、

登録して移植を待ってい

る多くの患者さんたち

(平均待機年数が 15 年から 17 年に伸び)が一番困っています。 

昨年 11 月 22 日(日)、神戸市内で福嶌教偉先生(国立循環器病センター移植医療部長)に市

民公開講座の講師をして頂く機会があり、その折、同先生に心停止下での提供数が激減した

理由をお聞きしました。先生からは以下の返答(要旨)がありました。 

①5号指定病院を従来の384施設から規模の小さい病院などを含め約850施設まで増加し

たからと言われています。増えた小規模の指定病院では、脳死判定の医師 2 人を揃える医

療体制が整えられず、脳死になりうる終末期の患者の家族に臓器提供の選択肢提示が少な

くなった。 

②心停止はいつ起きるか分らない。医師の予定が立たないだけでなく、患者のご家族にも負

担をかけることになる。それに耐えるだけの移植医がいなくなった。 

③移植医の立場から臓器を良い状態で移植したいこともあり、ドナーの提供の意思を憂いな

がらも、状態の良くない臓器を見送る傾向が多くなった、とのことです。 

  以上の理由以外にも、移植先進国と違う我が国の様々な事由も絡んでいます。私たちの

臓器提供に対する曖昧な意識(家族に移植が必要な時には移植を望むが、提供するのは中々

決められないなど)にも問題があります。ただ、現状、提供数回復の兆しも少し見受けられ

ますが、国などのバックアップが得られない現状では、今後、提供件数を増やすことは難
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しく、幾つもの困難な壁が予想されます。我が国で移植が普通の医療として定着するまで

には、強いリーダーシップの下に計画立てて進めるなど、尚一層の医療関係者の方々のご

努力と相当な年月が必要ではないかと思われます。 (文責：川瀬） 
(注)「5号指定病院」：「脳死下の臓器提供など、大学附属病院 ・日本救急 医学会の指導医指定施設・

日本脳神経外科学会の基幹施設など救命救急センターとして認定された施設」 

 

 

 

「臓器移植を考える市民公開講座、開催日：2015.11.22 (日)、 講 演： 

『ドナー家族に感謝の意を示す移植医療とは？』、参加者：43 名、講 師： 

福嶌教偉先生(ふくしま・のりひで).(国立循環器病研究センター移植部門移植医療部長) 

講師は、ドナーの臓器提供に際し、

移植医に出来る事として、ドナーの

無償の愛(ドナーの気持ちや思い)に

どう応えるのか？について、出来る

だけ多くの臓器を患者に移植できる

様に努める事。②患者が少しでも長

く幸せに生きてもらう様に努力する

ことが大切。この考えをもとに、病

院内に主治医と移植コーディネータ

ーなどと連携チームをつくり、その

後の選択肢の提示、ドナーとの最後

の別れやその後のケアなど、ドナー

家族に負担が少ない様に、ドナー家

族の思いに寄り添ってキメ細かなサ

ポートが必要な事。大阪大学などで

はドナー家族へのグリーフ・ケアに

対応したことにより少しずつ実績に

結びついている、など述べられた。 
 

第 6 回チャリティゴルフコン

ペ開催、2015. 9. 27(日) 
・武庫の台ゴルフコース、 

(NPO 法人兵庫県腎友会と共催、 

 コンペ参加人員 38 名 

当日は絶好のゴルフ日和となり、

参加者から、本年もゴルフプレイを

通じ移植医療について話し合う有意

義な機会を持てたとの感想をお聞きすることができました。 

表彰式の挨拶で守殿貞夫チャリティ実行委員長(写真)は、我が国の心停止後の腎臓移植の

現状の問題点についても触れられ、今後の県内での移植推進に向けて、兵庫県臓器移植推進

協議会と腎友会とが一致協力して進めてほしい旨、述べられました。 

 

 

 

2015. 10. 4(日)第 26 回こうべ健康福祉フェアに参加 
しあわせの村、参加者 4 名、「意思表示カード」の配布、「移植アンケート」実施、 
本年も兵庫腎移植の会と共同で参加しました。昨年雨のため流れましたが、今年は天気に 



も恵まれ、各ブースではバザーをする

ところや様々な団体によるイベントや

催しなどがあり、体育館では神戸市な

どの「足の裏測定」などが実施され、

家族連れで賑わいました。広い緑の芝

生では、舞台が設置され、賑やかな踊

りや音楽が催され、木陰に簡易式テン

トを張って昼寝する家族など、のどか

な風景が見受けられました。 

 

【出前授業】 

テーマ「臓器移植と移植体験」

について出前授業を行う 
2015. 10. 15(水)、園田学園女子大学(成人保健)、2 年生 70 名、 

2015. 10. 28(水)、神戸学院大学(医療ソーシャルワーカー論)、2 年生 50 名、 

2015. 11. 16 (月)、 関西学院大学(医療ソーシャルワーカー論)、3 年ゼミ生 35 名、 

2015. 11. 26(木)、京都光華女子大学(社会福祉学)2 年生 30 名、 

2015. 12. 10(木)、神戸山手大学(生命倫理)3 年生、35 名、 

 授業では、従来からの移植に関する

基本的な事項と移植の現状と課題に

ついて、川瀬が出前授業をしています。 

昨年から新たに講師として、高見敬

一君(正会員)にも加わってもらい、園

田学園女子大学(左の写真参照)と神戸

学院大学の授業で、自らの腎臓移植の

体験談を話してもらいました。また、

昨年から日本臓器移植ネットワーク

の事業推進部の協力頂き、臓器提供な

どの意思表示に関する「授業アンケー

ト」を実施しました。 
 

 

 

“GIFT OF LIFE 移植を受け

た子供たちの作品展”を開催、 

2016.2..5(金)～2.8(月)、 
“須磨パティオ(センターコート)” 
会場は例年同様、平日は観客が少な

く閑散としていますが、週末の土・日

曜は、家族連れの方達で賑わいました。 

移植を受けた子供たちが描いた人

気アニメ昨品が数点あったことで、そ

の作品や絵に見入る子どもたちの表

情が印象的でした。本年も作品展を通

じ、観客の方たちに“いのちの大切さ”

を感じて頂けた様に思います。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、協議会に新たに入会された高見敬一さんの移植体験記を 3 回に分けて掲載しています。 

（寄稿）「私の移植体験記」その 2. 高見敬一(正会員) 
 

 夏休みが終わっても入院は続き、新学期が始まってからは、病室から高校へ通う事に

なった。そんな生活が２ヶ月ほど続いた。退院後は２週間に１回外来診察で経過観察。 

家では母親が食事管理にすごく気遣ってくれ、いつも僕一人分だけ別に分けて、塩分を

控えた薄味の料理を作ってくれた。その甲斐もあってか症状は安定していた。 

 やがて 1983 年４月から大学に通うようになった。家から離れていたため一人暮ら

しだったが、近くの病院を探し、引き続き２週間に１回外来診察を受けていた。 

しかし、症状が悪くなり、翌年 1984 年 20 歳の時、初めて腎生検を受けるよう言

われた時は、「ほとんどの細胞のフィルター機能がダメになっている」との診断だった。

そんなある日、スクータで車と衝突する事故に遭ってしまった。顔面を強打し、救急車

で搬送されたが、搬送先病院では出血がひどかったらしいが、いくら輸血をしても血液

が増えなかったらしく、また２、３日後に意識を失ったようで、気づいた時には、違う

病院にいた。それが甲南病院だった。 

 1986 年１月８日 21 歳の時、そこで透析導入になった。顔の腫れがひくと、上歯の

上側の骨が折れていることがわかり、そのため歯の上下を針金で縛り付けるという骨折

治療しながらの導入だった。口からモノが食べられないので右腕には栄養剤点滴の針、

左腕には透析の針、口の中は針金で歯が上下に縛られるという状態だった。その一方で

両親が自分の腎臓の提供を医師や看護師に伝えているのが聞こえていた。退院後、移植

の件で、両親と一緒に県立西宮病院に行ったが、血液型が僕一人だけ O型で、両親含め

他の家族は皆 A 型で、当時は出来ないとの返事だった。（この時初めて涙する父親を見

た）そこで献腎移植登録をした。全盲の叔父がいたこともあり、父親は「目と腎臓だけ

は絶対ドナー登録する」と言って登録していた。(つづく) 

ご寄附を頂戴しました。誠に有難うございました。臓器移植の普及・啓発推進のために大切

に使わせて頂きます。 

○兵庫腎疾患対策協会様、○チャリティ実行委員会、○アステラス製薬株式会社様、 

○髙橋直義様、     ○イレブンミューズ様, 

 

○イレブン・ミューズ様、 ○兵庫県・神戸市(ボランティア助成金) 協議会の活動を進めるために会費の納入にご協力を！ 

当協議会の活動へのご支援を有難うございます。会費の納入をお願いします。会員の種別は以

下の通りです。 
 正会員：2,000円、賛助個人会員：1,000円、賛助団体会員；10,000 円（一口） 

郵便振替用紙に、必要記載事項(氏名、住所、電話番号、会員の種別)をご記入して下さい。 

口座名；兵庫県臓器移植推進協議会 

 

 

 

協議会 口座番号：00950－9－243407 

 

 


